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のべおか
市議会だより

主な掲載内容
	◆９月定例議会で決まったこと	............２
	◆主な議案の委員会審査報告	................３
	◆市政を問う（一般質問）	................４〜５

	◆決算審査報告、意見書提出	..........６〜７
	◆新型コロナウイルス感染症対策に関する
要望書提出、編集後記	.........................８

旧綱ノ瀬橋梁
延岡市と日之影町の
境に架かる日之影線（後
の高千穂鉄道）の鉄道橋
です。昭和12（1939）
年に完工し、鉄道橋とし
ては当時最大のアーチ
を誇り、その前後に４2
個の小アーチが連続し
ています。上流に架かる
旧第3五ヶ瀬川橋梁（日
之影町）とともに国の重
要文化財に指定されま
した。

内藤記念館再整備
（建設中の内藤記念館）

長年、市民会館として
親しまれた内藤記念館
は、「延岡の歴史を学び
継承し、未来を創造す
る拠点」をコンセプト
に再整備され、令和４
（2022）年度に開館す
る予定です。
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９月定例議会で決まったこと
９月定例議会では、一般会計補正予算など26件の議案と４件の意見書案を可決し、市長から15件の報告を受け

ました。また、２件の陳情については採択としました。

一般質問では３日間で17名が登壇し、新型コロナウイルス感染症対策、地域公共交通、防災対策等、多岐にわ

たる質疑が活発になされました。

議　案　名 結 果
令和元年度延岡市一般会計歳入歳出決算の認定 認　　　定

令和元年度延岡市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　　定

令和元年度延岡市食肉センター特別会計歳入歳出決算の認定 認　　　定

令和元年度延岡市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　　定

令和元年度延岡市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認　　　定

令和元年度延岡市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 原案可決及び認定

令和元年度延岡市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 原案可決及び認定

令和２年度延岡市一般会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市介護保険特別会計補正予算 原案可決

令和２年度延岡市後期高齢者医療特別会計補正予算 原案可決

延岡市一般職職員給与条例の一部改正 原案可決

延岡市債権管理条例の制定 原案可決

延岡市乳幼児等医療費助成に関する条例の一部改正 原案可決

専決処分の承認（令和２年度延岡市一般会計補正予算） 承　　　認

専決処分の承認（令和２年度延岡市一般会計補正予算（二次分）） 承　　　認

製造請負契約の締結（延岡市GIGAスクールネットワーク構築業務委託） 原案可決

財産の取得（GIGAスクール学習者用端末（延岡小学校他９校）） 原案可決

財産の取得（GIGAスクール学習者用端末（南小学校他６校）） 原案可決

財産の取得（GIGAスクール学習者用端末（旭小学校他15校）） 原案可決

財産の取得（GIGAスクール学習者用端末（黒岩小学校他９校）） 原案可決

令和２年度延岡市一般会計補正予算（二次分） 原案可決

教育委員会委員の選任（甲斐　千尋　氏） 原案同意

公平委員会委員の選任（高橋　留美子　氏） 原案同意

人権擁護委員候補者の推薦（甲斐　典子　氏、久峩　一晋　氏） 原案同意

報　告　案　件
延岡市土地開発公社の経営状況に関する書類の提出

公益財団法人のべおか文化事業団の経営状況に関する書類の提出

株式会社ヘルストピア延岡の経営状況に関する書類の提出

一般財団法人延岡市高齢者福祉協会の経営状況に関する書類の提出

有限会社延岡市リサイクルプラザゲン丸館の経営状況に関する書類の提出

株式会社まちづくり延岡の経営状況に関する書類の提出

のべおか道の駅株式会社の経営状況に関する書類の提出

一般財団法人速日の峰振興事業団の経営状況に関する書類の提出

一般財団法人北浦町農業公社の経営状況に関する書類の提出

専決処分の報告（物損事故に伴う和解及び損害賠償の額の決定）外３件

健全化判断比率の報告

資金不足比率の報告

請 願 ・ 陳 情 結 果
長浜・方財海岸の浸食対策について（令和２年２月19日提出分） 取 下 げ

地方たばこ税を活用した分煙環境整備に関する陳情書 採　　　択

長浜・方財海岸の侵食対策について（令和２年９月８日提出分） 採　　　択
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延岡市乳幼児等医療費助成に関する条例の一部改正（厚生教育委員会）

概　要

【改正内容】
歯科以外の外来診療費（診療時間内のみ）助成の対象を中学生まで拡大し、自己負担

限度額は１診療報酬明細書あたり３５０円とする。
※制度拡大により、条例の名称を「延岡市子ども医療費助成に関する条例」に改正。

主な
質疑・応答

問．公費支出を抑えるための総合的な取組についてどのように考えているのか。

答．これまで以上に市民への周知やコンビニ受診等の是正を図りながら、健康福祉部全

体として総合的な対応が必要と考える。また、子どもの健康増進についても、教育委
員会としっかり連携しながら、対応していきたい。

令和2年度延岡市一般会計補正予算（予算審査特別委員会）

主な
質疑・応答

【バスロケーションシステム推進補助事業】《補正額：550万円》
無線通信などを利用してバスの位置情報を収集するバスロケーションシステム導入やバ

スの運行・遅延等の情報提供のためのデジタル案内板の設置費用を助成し、デジタル技
術を積極的に活用した新たな交通サービスの提供による利用環境の向上をもって公共交
通の確保・維持へと繋げる。

問．システム導入により、市内５カ所に情報案内板が設置されることとなっている
が、九州保健福祉大学の停留所に情報案内板を設置することはできないか。

答．今回設置する５カ所は、月の利用者が1,000人を超える停留所を選定しており、九州

保健福祉大学については、月間650人程度の利用に留まっているため選定しなかっ
たところであるが、今後、学生の利用を増やし、利便性の向上を図る意味では、検討
の余地はあるものと考える。

【学校給食施設空調設備整備事業】《補正額：1億340万4千円》
新型コロナウイルス感染拡大を受けて、「新しい生活様式」を踏まえた感染拡大防止の観

点から、安心・安全な給食の提供と調理士の環境改善を図るため、空調設備の整備を行う。

問．今回整備される５施設のほかに、未整備の給食施設はあるのか。

答．今回の整備により、すべての小・中学校の給食施設に空調設備が完備されることになる。

【高齢者予防接種事業】（２次分）《補正額：4,615万7千円》
今冬は新型コロナウイルス感染症との同時流行が懸念されている中、経済的な厳しさな

どから予防接種を躊躇することがないよう、今年度に限り、重症化しやすい高齢者等のイン
フルエンザ予防接種費用を無料とし、重症化の予防と社会的な蔓延防止を図る。

問．市民間の公平性、財政の持続性の観点から、今回の事業の対象者についても、
受益者負担があってしかるべきと考えるが、一部負担を求める考えはないか。

答．今回対象とした高齢者等は、重症化のリスクが高く、国においてインフルエンザワクチ

ンの接種を受けることが必要と判断されている方々である。また、インフルエンザへの
罹患を恐れ、外出を躊躇することにより起こる健康上の心配等も踏まえ、接種率の向
上を図る必要性があったため、今回、対象者を決定し、自己負担額を無料としたところ
である。

主な議案の委員会審査報告

現　　　行 改正後

外来（歯科を除く）
※診療時間内

小学校就学前まで　　３５０円 変更なし
小学生　　　　　　   ３５０円 変更なし
中学生　     　　　　 助成なし ３５０円
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議員17名が一般質問市政を問う！市政を問う！
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

【
問
】
国
か
ら
令
和
２
年
４
月

２７
日
を
基
準
日
と
し
て
特
別

定
額
給
付
金
が
支
給
さ
れ
て

い
る
が
、
和
泉
市
や
旭
川
市
の

よ
う
に
、
市
独
自
に
支
給
基
準

日
以
降
に
生
ま
れ
た
新
生
児

へ
の
支
給
が
で
き
な
い
か
。

【
答
】
国
の
基
準
以
外
の
対
応

を
行
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
多
額

の
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る
。
本
市
は
、
そ
れ
以
外
の

方
法
で
妊
婦
の
方
々
が
安
心

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

き
た
。

教
育
行
政

【
問
】
本
市
で
推
進
し
て
い
る

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業
に
併

せ
て
、
読
む
こ
と
が
苦
手
な
子

ど
も
た
ち
の
学
習
用
ツ
ー
ル

と
し
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ

ジ
ー
教
科
書
を
導
入
し
て
は
。

【
答
】本
市
の
児
童
生
徒
に
必

要
な
支
援
や
効
果
的
な
教
材

に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
導
入

を
検
討
し
た
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

注
１

公明党市議団
小野 正二 議員

な
ん
で
も
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

【
問
】
休
日
の
窓
口
対
応
が

１
日
平
均
１
人
で
あ
る
。

現
在
、
３
人
体
制
で
し
て
い

る
が
、
見
直
す
時
期
に
来

て
い
る
の
で
は
。

【
答
】
土
日
祝
日
の
対
応
は

続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、

相
談
体
制
を
現
在
の
３
人
か

ら
２
人
と
し
つ
つ
、
臨
機
応

変
な
体
制
で
対
応
し
た
い
。

ま
ち
な
か
循
環
バ
ス

【
問
】
北
部
ル
ー
ト
の
国
道

１０
号
を
通
る
ル
ー
ト
を
、

樫
山
、
稲
葉
崎
を
通
る
ル
ー

ト
に
変
更
で
き
な
い
か
。

【答
】パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の

意
見
と
併
せ
、
地
域
公
共

交
通
会
議
の
議
題
と
し
て

取
り
上
げ
た
い
。

若
山
牧
水
青
春
短
歌
大
賞

【問
】
牧
水
が
青
春
を
過
ご

し
た
延
岡
を
短
歌
の
ま
ち

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
は
。

【
答
】
毎
年
約
１
万
９
千
首

の
応
募
の
あ
る
短
歌
賞
と

し
て
成
長
し
て
き
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
方
に
Ｐ
Ｒ
す
る
。

コ
ロ
ナ
後
の
世
界
の
諸
相

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
の
国
際
交
流

低
迷
の
中
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
の
産
業
も
内
需
拡
大
へ
の
転

換
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、

コ
ロ
ナ
後
の
諸
相
の
所
見
は
。

【
答
】
わ
が
国
の
企
業
の
国

内
回
帰
傾
向
も
見
ら
れ
、

企
業
誘
致
や
人
材
育
成
に

注
力
し
た
い
。

５
Ｇ
革
命
の
先
進
事
例
作
り

【
問
】
総
務
省
の
補
助
を
活
か

し
、
全
国
に
先
駆
け
て
、
５
Ｇ

革
命
の
先
進
事
例
を
作
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

【
答
】
国
の
支
援
も
活
用
で

き
る
よ
う
検
討
し
な
が
ら
、

本
市
の
抱
え
る
社
会
課
題

の
解
決
に
資
す
る
先
進
事

例
を
創
出
し
た
い
。

延
岡
市
の
財
政

【問
】現
在
の
財
政
調
整
積
立
基

金
の
残
高
は
昨
年
度
末
５１
億
円

か
ら
２８
億
円
に
な
る
見
込
み
だ

が
、
市
民
の
不
安
の
払
拭
を
。

【
答
】
更
な
る
効
果
的
・
効

率
的
な
行
財
政
運
営
に
取

り
組
み
、
少
し
で
も
多
く
の

残
高
を
確
保
で
き
る
よ
う

努
め
た
い
。 注

２

注
３

野
口
遵
記
念
館
入
札
結
果

【
問
】
野
口
遵
記
念
館
の
建
設

工
事
に
関
し
て
、
不
落
だ
っ
た

建
設
主
体
工
事
の
入
札
結
果

に
対
す
る
所
見
は
。

【
答
】
全
て
の
入
札
参
加
者

の
入
札
金
額
が
設
定
し
た

予
定
価
格
を
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
り
不
落
に
終
わ
っ
た
。

現
在
、
詳
し
く
検
証
を
行
っ

て
い
る
。
設
計
額
や
仕
様
書

の
精
査
等
を
含
め
、
万
端
の

準
備
を
行
う
。

ク
レ
ア
パ
ー
ク
周
辺
交
通
政
策

【問
】
交
通
安
全
対
策
は
大
変

重
要
。
ク
レ
ア
パ
ー
ク
周
辺

地
域
の
交
通
量
が
増
加
す
る

と
同
時
に
交
通
ル
ー
ル
を
守

ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
が
増
え

て
き
た
。
ク
レ
ア
パ
ー
ク
周
辺

地
域
の
交
通
安
全
対
策
は
。

【
答
】
生
活
道
路
の
整
備
や

道
路
上
の
「
速
度
落
と
せ
」

表
示
の
新
設
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。
地
域
住
民
の
声

を
聞
き
な
が
ら
交
通
安
全

対
策
に
取
り
組
む
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
の
普
及

豪
雨
災
害

【問
】豪
雨
に
よ
る
河
川
の
氾

濫
や
堤
防
決
壊
の
危
険
性
は
。

【答
】本
市
を
流
れ
る
一
級
河

川
は
国
と
県
が
管
理
し
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
「
逃
げ
遅

れ
ゼ
ロ
」
「
社
会
経
済
被
害
の

最
小
化
」
の
実
現
に
向
け
て
、

「五
ヶ
瀬
川
水
系
等
浸
水
被
害

及
び
土
砂
災
害
軽
減
対
策
会

議
」
に
他
の
関
係
自
治
体
と
と

も
に
加
わ
り
、
各
種
施
策
の
実

施
、
進
捗
状
況
の
確
認
と
い
っ

た
議
論
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、

国
土
交
通
省
か
ら
は
「
流
域

治
水
」
と
い
っ
た
観
点
で
の
ソ
フ

ト
・ハ
ー
ド
一
体
と
な
っ
た
事
前

防
災
対
策
を
今
年
度
よ
り
加

速
さ
せ
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

狂
犬
病

【
問
】
集
合
注
射
の
見
直
し

の
経
緯
は
。

【
答
】
獣
医
師
の
減
少
な
ど

を
踏
ま
え
、
獣
医
師
会
か
ら

の
要
請
で
協
議
し
た
結
果
、
見

直
し
を
行
っ
た
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

注
４

長
浜・方
財
海
岸
の
浸
食
問
題

【
問
】
海
岸
浸
食
の
現
状
認

識
は
。

【
答
】
今
年
６
月
２４
日
の
地

元
意
見
交
換
会
で
の
県
の

説
明
で
は
「過
去
１０
年
間
に

お
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
季
節
的
な
変
動
は

あ
る
も
の
の
、
砂
浜
は
比
較

的
安
定
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

五
ヶ
瀬
川
河
口
の
砂
利
採
取

【
問
】
今
年
度
の
砂
利
採
取

計
画
と
市
の
対
応
は
。

【
答
】
砂
利
採
取
の
申
請
は

５
万
２
千
㎥
で
あ
る
。
砂
利

採
取
と
浸
食
の
因
果
関
係

の
早
急
な
解
明
に
つ
い
て
、

県
への
働
き
か
け
と
適
切
な

検
討
・
判
断
を
国
に
要
請

し
た
。

住
環
境
の
改
善

【
問
】
浜
区
の
排
水
路
の
悪

臭
や
雑
草
の
対
策
は
。

【答
】
土
地
改
良
区
と
協
議

を
行
い
、
十
分
に
清
掃
を
行

う
な
ど
、
適
正
に
管
理
し
、

環
境
保
全
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

自民党きずなの会
白石 良盛 議員

自民党きずなの会
北林 幹雄 議員

友愛クラブ
早瀬 賢一 議員

令和のべおか
市民派クラブ
甲斐 正幸 議員

友愛クラブ
吉本　靖 議員

9月14日 質問
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地
域
公
共
交
通

【問
】
交
通
条
件
が
不
利
な

地
域
に
住
む
交
通
弱
者
を

対
象
と
し
た
新
た
な
支
援

制
度
の
創
設
は
で
き
な
い

か
。

【答
】新
た
な
路
線
バ
ス
料
金

割
引
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の

実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
宮

崎
交
通
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

災
害
時
の
避
難
対
策

【
問
】
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
作
成
の
進
捗
状
況
は
。

【答
】
避
難
行
動
要
支
援
者

は
災
害
時
に
周
囲
の
支
援

が
必
要
な
方
々
で
あ
り
、
本

市
に
お
い
て
は
４
，
８
６
５
人

の
方
が
避
難
行
動
要
支
援

者
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
名
簿
の
提
供
に
つ

い
て
、
現
在
、
２
，
５
６
５
人

の
方
に
同
意
を
得
て
お
り
、

今
後
と
も
、
災
害
時
に
は
、

こ
の
名
簿
を
有
効
に
活
用

し
、
要
支
援
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

出
産
祝
い
金
制
度
の
創
設

自民党きずなの会
甲斐 忠篤 議員

農
林
水
産
業
振
興

【
問
】
当
初
予
算
の
２
倍
以

上
に
な
っ
た
水
産
関
連
事

業
展
開
に
、
現
体
制
で
業

務
に
支
障
は
な
い
か
。

【答
】
県
や
関
係
団
体
等
と

役
割
分
担
し
な
が
ら
、
現

体
制
の
中
で
効
率
的
・効
果

的
に
取
り
組
む
。

思
い
や
り
駐
車
場

【
問
】
市
役
所
周
辺
に
高
齢

者
や
子
連
れ
の
方
等
の
た

め
に
雨
天
時
で
も
安
心
し

て
乗
降
で
き
る
新
た
な
駐

車
場
を
整
備
で
き
な
い
か
。

【答
】
市
役
所
周
辺
整
備
後

の
利
用
状
況
等
を
想
定
し
、

必
要
性
を
検
討
し
て
い
く
。

地
域
新
電
力
会
社

【問
】２
０
２
４
年
か
ら
支
払
い

義
務
の
生
じ
る
容
量
拠
出
金

を
試
算
す
る
と
、
２
０
３
０
年

で
は
市
民
説
明
会
の
資
料
で

示
し
た
営
業
利
益
よ
り
随
分

減
少
す
る
が
、
設
立
目
的
は

果
た
せ
る
の
か
。

【答
】
創
業
事
業
計
画
策
定

業
者
に
国
の
動
向
を
踏
ま

え
て
検
討
す
る
よ
う
依
頼

し
て
い
る
。

鏡
山
再
開
発

【
問
】
鏡
山
は
観
光
に
貢
献

で
き
る
要
素
が
揃
っ
て
い

る
。
再
開
発
に
本
腰
を
入

れ
、
取
り
組
む
考
え
は
。

【
答
】
本
年
度
策
定
予
定
の

合
衆
国
地
域
振
興
プ
ラ
ン

等
の
中
で
、
川
と
山
と
海
を

リ
ン
ク
さ
せ
、
各
種
観
光
施

設
と
連
携
で
き
る
観
光
メ

ニ
ュ
ー
等
を
検
討
す
る
。

成
人
式
の
開
催

【
問
】
令
和
３
年
開
催
の
可

否
は
。

【
答
】
新
し
い
生
活
様
式
に

基
づ
き
、
十
分
な
感
染
予

防
対
策
を
取
り
、
１
月
１０

日
に
午
前
と
午
後
の
２
回

に
分
け
て
、
開
催
す
る
よ
う

検
討
し
て
い
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

【問
】コ
ロ
ナ
の
影
響
で
予
防

接
種
の
関
心
が
高
ま
る
と

考
え
る
が
、
今
後
の
対
策
は
。

【
答
】
予
防
対
策
の
徹
底
を

早
い
時
期
か
ら
呼
び
か
け
る
。

今
年
度
に
限
り
、
６５
歳
以

上
と
、
６０
～
６４
歳
で
心
臓

等
に
障
が
い
の
あ
る
方
の
費

用
を
無
料
に
し
た
い
。

ベ
ー
シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム

【
問
】
政
府
が
全
て
の
国
民
に

生
活
費
を
定
期
的
に
支
給
す

る
最
低
限
所
得
保
障
（
ベ
ー

シ
ッ
ク
イ
ン
カ
ム
）へ
の
認
識
は
。

【
答
】税
と
社
会
保
障
と
の
一

体
的
な
制
度
設
計
や
国
民
全

体
の
意
見
集
約
が
図
ら
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

【
問
】
那
須
塩
原
市
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
者
等
を
誹

謗
中
傷
か
ら
守
る
条
例
を

制
定
す
る
考
え
の
よ
う
だ
が
、

本
市
の
差
別
等
へ
の
認
識
は
。

【
答
】偏
見
や
差
別
の
防
止
や

解
消
への
取
り
組
み
を
行
い
、
条

例
の
必
要
性
等
を
見
極
め
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

【
問
】大
型
店
舗
で
の
換
金
率

が
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
今
年

は
７０
％
を
超
え
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
へ
の
認
識
は
。

【
答
】
市
民
の
消
費
行
動
の
表

れ
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
商
工

会
議
所
等
と
協
議
し
な
が
ら

小
規
模
店
舗
の
支
援
に
取
り

組
む
。

延
岡
駅
の
路
線
バ
ス
乗
降
場

【
問
】
バ
ス
を
降
り
た
時
、
着

地
面
が
斜
め
に
な
っ
て
お
り
危

険
で
あ
る
。
現
在
の
高
速
バ
ス

の
バ
ス
停
と
同
じ
場
所
に
で
き

な
い
か
。

【
答
】宮
崎
交
通
も
安
全
性
に

危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。
高
速

バ
ス
の
バ
ス
停
へ集
約
す
る
方
向

で
宮
崎
交
通
や
ＪＲ
九
州
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、
バ

ス
が
複
数
台
重
な
っ
た
場
合
の

安
全
対
策
も
検
討
し
て
い
く
。

フ
ッ
化
物
洗
口

【
問
】歯
科
医
療
費
助
成
が
中

学
３
年
生
ま
で
拡
大
さ
れ
、
歯

科
医
で
の
治
療
も
受
け
や
す
く

な
っ
た
。
学
校
現
場
で
の
先
生

方
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
中
止

も
含
め
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
保
護
者
の
判
断
の
も
と

希
望
す
る
児
童
生
徒
の
み
実

施
し
て
い
る
。
引
き
続
き
教
職

員
の
負
担
軽
減
策
を
探
り
な

が
ら
、
事
業
を
推
進
し
、
子
ど

も
た
ち
の
む
し
歯
予
防
に
努
め

て
い
く
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

市
庁
舎
レ
ス
ト
ラ
ン

南
部
地
域
等
観
光
資
源
調
査

【
問
】
調
査
結
果
が
本
年
３
月

に
出
さ
れ
、
９
つ
の
克
服
す
べ

き
課
題
が
挙
げ
ら
れ
た
。
今

後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
は
。

【
答
】
今
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事

項
を
前
に
進
め
る
べ
く
、
地
元

の
皆
様
と
実
現
さ
せ
る
た
め
の

具
体
策
を
議
論
す
る
と
と
も

に
、
実
現
で
き
る
も
の
か
ら
順

次
実
現
さ
せ
て
い
く
。
ま
ず
は
、

南
部
地
域
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
市
内
外
へＰ

Ｒ
を
行
っ
て
い
く
。

自
衛
隊
駐
屯
地
誘
致

【
問
】
本
市
は
最
寄
り
の
駐

屯
地
か
ら
大
い
に
距
離
が
離

れ
て
い
る
。
国
防
・
防
災
の
観

点
か
ら
も
誘
致
を
し
て
は
ど

う
か
。

【
答
】
防
衛
省
側
か
ら
は
難
し

い
状
況
で
あ
る
と
伺
っ
た
。
緊

急
時
に
迅
速
に
必
要
な
支
援

等
を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
の
環

境
整
備
の
具
体
的
な
事
業
を

進
め
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

大
手
電
力
会
社
と
の
提
携

自民党きずなの会
柴　 浩信 議員

社民党市議団
松本 哲也 議員

無所属
峯田 克明 議員

社民党市議団
長友 幸子 議員

自民党きずなの会
稲田 雅之 議員

9月15日 質問
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

【
問
】
本
市
で
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て

の
自
治
体
ポ
イ
ン
ト
制
度

は
導
入
し
て
い
る
か
。

【
答
】
本
市
独
自
の
地
域
ポ

イ
ン
ト
制
度
や
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
実
証
事
業
と
の
調

整
を
し
て
い
る
。
現
時
点
で

は
導
入
は
し
て
い
な
い
が
、

今
後
、
導
入
す
る
方
向
で

検
討
す
る
。

読
書
の
推
進

【
問
】
読
書
通
帳
導
入
に
つ

い
て
の
対
応
は
。

【
答
】
読
書
通
帳
機
導
入
に

は
多
額
の
経
費
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
て
は
、

現
在
発
行
し
て
い
る
貸
出
レ

シ
ー
ト
を
活
用
し
た
「読
書

手
帳
」
を
自
分
で
手
作
り

す
る
た
め
の
台
紙
の
配
布

と
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。

新
生
児
聴
覚
検
査
費
用
助
成

【
問
】
検
査
費
用
助
成
へ
の

検
討
状
況
は
。

【答
】令
和
３
年
度
よ
り
、
費
用

の
一
部
を
助
成
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。

公明党市議団
比江島久美子 議員

西
南
戦
争
遺
構

【
問
】和
田
越
峠
一
帯
の
西
南

戦
争
遺
構
の
調
査
と
活
用
は
。

【
答
】
平
成
５
～
７
年
度
に

市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

遺
構
を
活
用
し
て
、
歴
史
や

戦
争
の
悲
惨
さ
を
伝
え
る

こ
と
は
大
変
有
意
義
で
あ

る
。
小
規
模
ツ
ア
ー
等
の
取

り
組
み
を
考
え
て
み
た
い
。

農
地
集
積
の
具
体
的
支
援

【
問
】
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
等
の

あ
ぜ
の
撤
去
は
工
事
費
が
発

生
す
る
こ
と
も
あ
り
進
捗
し

な
い
。
従
来
の
国
や
県
の
制

度
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。
本
市

独
自
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

【
答
】
農
業
所
得
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
農
地
の
集

積
を
図
り
、
農
作
業
の
効
率

化
を
図
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
。
受
益
戸
数
が
２
戸

以
上
の
要
件
の
も
と
、
本
市

独
自
の
土
地
改
良
補
助
事

業
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
あ
ぜ

撤
去
等
を
支
援
し
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

市
職
員
の
あ
い
さ
つ
の
励
行

地
区
放
送
設
備
の
活
用

【
問
】
今
回
の
予
算
案
で
、

要
望
の
あ
る
全
自
治
公

民
館
へ
の
設
置
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。コ
ロ
ナ
禍
で
の

自
粛
期
間
中
の
情
報
獲

得
と
運
動
不
足
等
の
対
策

と
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の
情
報

や
ラ
ジ
オ
体
操
の
放
送
は

で
き
な
い
か
。

【
答
】
屋
外
放
送
設
備
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
、
各
地
区
の
実

情
に
応
じ
て
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
監
査
体
制

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
対
策
で
交

付
さ
れ
た
補
助
金
の
適
正

な
使
用
や
補
助
金
予
算
の

執
行
残
の
監
査
体
制
は
。

【
答
】
補
助
金
等
を
は
じ
め

市
の
財
務
事
務
の
監
査
を

し
て
お
り
、
対
象
と
な
る
事

業
の
主
管
課
に
対
し
て
も

必
要
な
指
導
を
行
う
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

市
民
の
交
通
の
確
保

消
費
税

【
問
】
景
気
拡
大
局
面
が

２
０
１
８
年
１０
月
で
終
了

し
、
後
退
局
面
に
転
じ
る

等
、
日
本
経
済
の
落
ち
込

み
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
け
の
影

響
で
は
な
い
。
世
界
の
約

２０
カ
国
が
消
費
税
の
減
税

に
踏
み
切
っ
た
。
日
本
も

消
費
税
の
引
き
下
げ
を

す
べ
き
と
考
え
る
が
。

【答
】現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
関
す
る
対
策
の
た

め
の
財
源
が
よ
り
一
層
必

要
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
踏

ま
え
る
と
、
引
き
下
げ
は
現

実
的
に
は
難
し
い
と
考
え
る
。

新
た
な
コ
ロ
ナ
禍
対
策

【
問
】
水
道
料
金
の
臨
時
的

引
き
下
げ
、
学
校
給
食
費

の
削
減
等
を
提
案
す
る
が
。

【答
】各
種
の
コ
ロ
ナ
対
策
を

行
っ
て
お
り
、
財
源
確
保
の
目

途
が
つ
か
な
い
中
で
の
水
道
料

金
の
引
き
下
げ
や
学
校
給
食

費
の
削
減
は
多
額
の
財
政
負

担
が
課
題
で
実
施
は
難
し
い
。

○
そ
の
他
の
質
問
項
目

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充

準
要
保
護
世
帯
の
給
食
費
支
給

【
問
】コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

学
校
休
業
中
の
給
食
費
が

支
給
さ
れ
て
い
な
い
理
由
は
。

【
答
】
準
要
保
護
世
帯
に
生

活
保
護
と
同
じ
支
援
を
行

わ
な
い
の
で
、
給
食
費
の
支

給
は
し
な
か
っ
た
。

ダ
ム
の
事
前
放
水

【
問
】
利
水
ダ
ム
を
洪
水
対

策
と
し
て
活
用
す
る
た
め

の
事
前
放
水
の
可
能
性
は
。

【
答
】
利
水
ダ
ム
を
洪
水
対

策
に
活
用
す
る
協
定
が
全

て
の
一
級
河
川
で
締
結
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
て
、
本
市
上

流
域
に
あ
る
８
つ
全
て
の
ダ

ム
で
事
前
放
流
に
関
す
る
実

施
要
領
が
策
定
さ
れ
た
。

野
口
遵
記
念
館
の
開
館
イ
ベ
ン
ト

【
問
】
野
口
遵
記
念
館
の

オ
ー
プ
ン
は
市
民
の
期
待

が
あ
り
、
今
回
の
指
定
管

理
者
が
実
施
主
体
と
な

る
の
か
。

【答
】
令
和
４
年
に
向
け
て
、

指
定
管
理
者
を
交
え
て
協

議
し
て
い
く
。

注
５

友愛クラブ
松田 勝則 議員

日本共産党
平田 信広 議員

友愛クラブ
田村 吉宏 議員

9月16日 質問

【
用
語
解
説
】

【
注
１
】
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
デ
イ
ジ
ー
教
科
書

通
常
の
教
科
書
で
使
用

さ
れ
て
い
る
文
字
や
図
形
等

を
認
識
す
る
こ
と
が
困
難
な

児
童
生
徒
に
向
け
て
製
作

さ
れ
た
音
声
教
材
の
一
つ
。

【
注
２
】サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

製
品
の
原
材
料
・
部
品
の

調
達
か
ら
製
造
、
在
庫
管

理
、
販
売
、
配
送
、
消
費
ま

で
の
全
体
の
一
連
の
流
れ
。

【
注
３
】
５
Ｇ

第
５
世
代
移
動
通
信

シ
ス
テ
ム
。
「
高
速
大
容

量
」
「
高
信
頼
・
低
遅
延

通
信
」
「
多
数
同
時
接

続
」
と
い
う
３
つ
の
特
徴

を
持
っ
た
通
信
シ
ス
テ
ム
。

【
注
４
】
流
域
治
水

河
川
や
下
水
道
、
ダ
ム

を
管
理
す
る
国
・
自
治
体
だ

け
で
な
く
、
民
間
や
住
民
も

巻
き
込
み
、
川
の
流
域
全

体
で
講
じ
る
水
害
対
策
。

【注
５
】準
要
保
護
世
帯

生
活
保
護
を
受
け
る

ほ
ど
で
は
な
い
が
、
そ
れ

に
準
じ
る
程
度
に
困
窮

し
て
い
る
世
帯
。

令和のべおか
市民派クラブ
上杉 泰洋 議員
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■令和元年度各会計決算をチェック■
９月定例議会において審議を行った令和元年度各会計決算は、「国民健康保険特別会計」「介護保険特別会計」「後

期高齢者医療特別会計」については賛成多数で、「一般会計」「食肉センター特別会計」「水道事業会計」「下水道事
業会計」については全員異議なく認定（水道事業会計・下水道事業会計については、原案可決及び認定）しました。
決算は、議長と監査委員（議会選出）を除く25名で決算審査特別委員会を設置し、９月定例議会中に３日間かけて、

監査委員の意見等を参考に慎重に審査しました。うち２日間は常任委員会ごとに構成する３つの分科会で審査を行い
ました。各分科会での質疑応答の一部を掲載します。

第
１
分
科
会

（
総
務
政
策
委
員
会
）

婚活支援事業　《決算額：243万2千円》
民間団体等が実施する婚活イベントに対して事業費の一部補助を行ったほか、市としても婚歴の

ある方やひとり親も参加しやすい婚活イベントや結婚実現性を高める婚活セミナーを直接的に実施した。

問．委託事業の内容と実績に対する評価は。

答．婚活に臨むためのセミナー開催や結婚歴のある方の参加促進など、民間が取り組んでいない
ものについて実施している。３月に予定していたイベントについては、開催準備を進めていたが、
新型コロナウイルス感染症の影響により中止したため、費用がかかったところである。今後、参
加者を増やすことも含め、効果的なＰＲを行いたい。

第
２
分
科
会

（
産
業
建
設
委
員
会
）

協働・共汗道づくり事業　《決算額：799万円》
未整備の市道や里道において、簡易的な工事を実施する地元自治会等に対して、資材の支給

や機械の貸し出しを行った。

問．将来的に高齢化等により地区によっては事業を実施したくても、人が集まらずにできな
いといった状況も考えられるため、事業内容について検討の必要があるのではないのか。

答．実際に高齢化が進行し、そういった現状も出てきているものと認識しているため、事業について
の要望や意見等が多くなった場合は、事業の見直しも必要になると考える。

第
３
分
科
会

（
厚
生
教
育
委
員
会
）

部活動指導員派遣事業　《決算額：164万１千円》
学校教育法施行規則に新たに「部活動指導員」が規定されたことを受け、中学校部活動に対し、

部活動指導員を派遣した。

問．先生方の働き方改革と部活の質の向上について、大きな役割を持っている事業である。
中学校に様々な調査をしながら、今後も取り組んでいく考えはあるのか。

答．部活動指導員の派遣に伴い、授業の準備など公務の時間が取れたり、休暇が取りやすい環境
になったと聞いている。一方、専門外の顧問は練習メニューを考えること等が精神的な負担に
なっていることも事実である。部活動指導員導入により、心理的な負担が軽減されることが最大
の効果と伺っているので、これからも積極的に取り入れていきたい。

意
見
書
を
提
出

　

延
岡
市
議
会
で
は
、
本
市
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題

に
つ
い
て
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。
９
月
定
例
議
会
で
は
４
件
の
意
見
書
案
を
可
決
し
、

国
（
１
件
は
県
）
に
提
出
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴
う
地

方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財
源
の
確

保
を
求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
税
、
地
方

交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。
そ

の
際
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
累
積
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

発
行
額
の
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
償
還
財
源
を
確

保
す
る
こ
と
。

（一
部
抜
粋
）

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
体
制
を
拡
充
し
、
検
査
を
幅
広
く
実
施

す
る
こ
と
。

（一
部
抜
粋
）

被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

【
要
望
事
項
】

１
．
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
を
改
正
し
、
被
災
者
生
活
再

建
支
援
金
の
最
高
額
を
引
き
上
げ
る
こ
と
。（一

部
抜
粋
）

長
浜
・
方
財
海
岸
の
侵
食
対
策
に
関
す
る
意
見
書

※
県
に
提
出

【
要
望
事
項
】

１
．
長
浜
海
岸
に
お
け
る
砂
浜
侵
食
への
抜
本
的
な
対
策

　

⑴
砂
浜
侵
食
の
早
急
な
原
因
究
明
に
努
め
、
抜
本
的
な 

対

策
を
講
じ
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

（一
部
抜
粋
）
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昔
、
会
津
藩
で
同
じ
町
の

藩
士
の
子
ど
も
達
10
人
前
後

で
作
っ
て
い
た「
什（
じ
ゅ

う
）」
と
い
う
集
ま
り
で
は
、

「
什
の
掟
」と
し
て
、「
年
長
者

に
は
お
辞
儀
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ぬ
」「
嘘
を
つ
い
て

は
な
り
ま
せ
ぬ
」等
、７
つ
の

掟
が
あ
り
、最
後
は「
な
ら
ぬ

も
の
は
、な
ら
ぬ
も
の
で
す
」

と
い
う
言
葉
で
締
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
子
ど
も
達
は
毎
日

そ
の
日
の
反
省
会
を
行
い
、

自
ら
を
戒
め
た
そ
う
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
巣
ご
も

り
状
態
で
自
分
を
見
つ
め
る

時
間
が
増
え
て
い
ま
す
。
私

は
、
こ
の「
什
の
掟
」
を
思
い

出
し
な
が
ら
一
日
を
反
省
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
現
在
、
厳
し
い
状
況
は

続
い
て
い
ま
す
が
、「
対
コ
ロ

ナ
」か
ら「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
」

に
気
持
ち
を
切
り
替
え
、
反

省
し
つ
つ
も
こ
れ
か
ら
を
考

え
る
未
来
志
向
で
い
た
い
も

の
で
す
。

朝
晩
の
冷
え
込
み
を
感
じ

ら
れ
、
冬
の
足
音
が
聞
こ
え

て
く
る
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、心
だ
け
で
も
、周
り
を
思

い
や
る
温
か
み
を
も
っ
て
過

ご
せ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
後
記

１.市民への情報提供の充実強化
①　確実な情報が少ないことによる市民の不安や憶測に基づく言動の拡大を防ぐため、

県に対して、感染者の特定につながらない範囲での情報提供内容の拡大及び、市への
情報伝達時期の見直し（迅速化、発表頻度の増等）を要望すること

②　市ホームページ上での情報発信について、県の発表内容は、発表後、なるべく速や
かに掲載するとともに、市民の関心が高い感染者数や医療体制などの情報を専用の
ページに分かりやすい形で掲載するなど、これまで以上に市民目線での情報発信に
努めること

③　本市職員が感染した場合は、迅速に発表し、職場における濃厚接触者の有無や感染
判明後の対応など、県の発表事項以外の事業者として把握している情報についても
市ホームページ等で随時公表すること

２.感染防止対策の更なる強化
①　医療機関及び介護、福祉関係施設の従事者や不安を抱える市民が症状の有無に関

わらずPCR検査を受診できる体制を整備すること
②　市庁舎における感染防止対策について、出入口への体温検知器の設置や案内係ま

たは自動音声による来庁者への注意喚起等を行うとともに、感染防止対策が長期に
わたることを見据え、ビニール袋による簡易的な飛沫感染防止対策を行っている箇
所については、アクリル板を設置するなど対策の更なる強化を図ること

３.感染者等への人権の配慮
　　感染者や感染者の家族、利用店舗、勤務先等への誹謗中傷

などの人権侵害を防止するための市民への啓発活動を引き
続き実施すること

４.感染防止対策に従事する職員等へのケア
　　救急隊員や宿泊療養施設に従事する職員など、感染の危

険が高い業務に従事する職員については、その家族も含め
心身の十分なケアを行うこと

【テレビ放映】 ケーブルメディアワイワイ　111 ch
【ラジオ放送】 ＦＭのべおか　88.6 ＭＨｚ
【会議録検索システム】 延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会 ＞ 会議録検索
【本会議録画映像インターネット配信】 延岡市ホームページ ＞ 延岡市議会 ＞ 議会情報一覧「録画配信」

市
長
に
要
望
書
を
提
出

８
月
12
日
に
市
長
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

関
す
る
要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

市議会では、開かれた議会の一環として、議会活動の内容を広く市民の皆様に理解していただくために
議会活動報告会を開催していますが、今なお、新型コロナウイルス感染症の収束が不透明なこと、また、感
染拡大防止に伴い、各地区での様々な行事等の中止・延期を余儀なくされていることを踏まえ、今年度の議
会活動報告会の開催を取り止めることとしました。

市民の皆様のご理解を賜りますようお願い申し上げます。


